
様式第１１号－３ 

注１ この書類は消防法第 34 条第 1 項の規定により提出を求めるものです。 

 

（№  １） 

り 災 物 品 の 内 訳 書 

届出人：倉敷 太郎 

動 産 で り 災 し た も の 

品 名 数 量 損 害 区 分 購 入 年 購 入 金 額 所 在 

例 テレビ  1 
☑焼損□消火□爆発 

□その他 
H30年 50,000円 1階ﾘﾋﾞﾝｸﾞ 

テレビ  1 
☑焼損□消火□爆発 

□その他 
R3年 30,000円 1階6畳和室 

テレビ  1 
□焼損☑消火□爆発 

□その他 
H25年 20,000円 2階6畳洋室 

ダイニングテーブル  1 
☑焼損□消火□爆発 

□その他 
H23年 150,000円 1階ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞ 

椅子  4 
☑焼損□消火□爆発 

□その他 
H23年 80,000円 1階ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞ 

冷蔵庫  1 
☑焼損□消火□爆発 

□その他 
H28年 300,000円 1階ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞ 

たんす  1 
☑焼損□消火□爆発 

□その他 
H20年 100,000円 1階6畳和室 

たんす  1 
□焼損☑消火□爆発 

□その他 
H25年 80,000円 2階6畳和室 

   
□焼損□消火□爆発 

□その他 
 年 円  

   
□焼損□消火□爆発 

□その他 
 年 円  

   
□焼損□消火□爆発 

□その他 
 年 円  

   
□焼損□消火□爆発 

□その他 
 年 円  

   
□焼損□消火□爆発 

□その他 
 年 円  

   
□焼損□消火□爆発 

□その他 
 年 円  

   
□焼損□消火□爆発 

□その他 
 年 円  

   
□焼損□消火□爆発 

□その他 
 年 円  

   
□焼損□消火□爆発 

□その他 
 年 円  

   
□焼損□消火□爆発 

□その他 
 年 円  

   
□焼損□消火□爆発 

□その他 
 年 円  

  
□焼損□消火□爆発 

□その他 
年 円  

 

【記載例】 

１ 本書類は、消防が損害調査を行う上で参考とさせていただく書類となります。 

２ 消防が行う火災による損害額の算出は、調査員の現場調査に基づき行うものであっ

て、本届出内容が必ずしも損害査定額として計上されるものではありません。 

３ わかる範囲でり災物品の品名、数量、損害区分、購入年、購入金額及びその物件がり

災当時にあった場所（所在）を記載してください。不明箇所がある場合は、該当欄が空

白でも構いません。 

４ 各行へ物品ごとに記載してください。ただし、り災時に複数の同じ物品を同じ時期に

購入し、同じ場所（部屋）に置いていた場合は１行にまとめることも可能です。その場

合の購入金額は、単価×数量の合計額を記載してください。（例：ダイニングチェア、収

納ボックス等） 

５ 「損害区分」欄は、以下の内容に該当する項目にチェックしてください。 

□焼 損：火災によって焼けた及び熱によって破損した物等の損害 

□消 火：消火活動によって受けた水損、破損、汚損等の損害 

□爆 発：爆発現象の破壊作用により受けた損害 

□その他：上記３項目以外に受けた損害（煙害等） 

1 枚目であれば、№１ 

２枚目であれば、№２ 

本書類の届出者（り災者ではない） 

（ 以 下 省 略 ） 


